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　　　 「寛政の改革」を断行した老中
松平定信の晩年の日記 初の全文翻刻！
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岡嶌偉久子・山根陸宏 校訂

　江戸幕府老中、松平定信（1758 ～ 1829）の晩年の日記。
白河藩主致仕の日をもって起筆、以後逝去の前年まで
の日記。定信の見識を通じての、当代の世情、事件、
及び政治・文化面の具体的な記述、様々な人物への評
言には、実に興味深いものがある。
　若くして徳川幕府老中首座・将軍補佐となり、「寛
政の改革」を断行した松平定信が白河藩主致仕の日（文
化 9年 4月 6 日　55 歳）を以て起筆、以後、逝去前年の
文政11年末まで書き続けた17年間の日次記がこの『花
月日記』である。
　退隠後は、住居を江戸築地の藩邸下屋敷「浴恩園」
に移し、自ら「楽翁」また「花月翁」と称した。優雅
な擬古文でつづられた当『花月日記』の記述の多くは、
約 2万坪の大庭園「浴恩園」での、四季の花々を愛で、月を賞し、心知れる友と語らう、
風流清雅な日々の記といってよい。文中には、その時々に数多の和歌が詠み込まれ、さ
ながら歌日記の態をなしている。定信生前に歌集として版行されたのは『三草集』930 余
首のみであるが、この『花月日記』に詠み込まれた歌は各年 300 ～ 400 首を超える。
　日記中によく登場する人々は子息や娘たち、近親、またごく親しい友人たちである。
記述中には幕政に対する批判は厳に慎んでいる。繰り返されているのは当代の御代の豊
かさに対する賛辞と感謝である。しかし、やはりその中には、定信自身の思い、考え、
また志といったものも､ 折々に現れてくる。定信の心情が思われる。
　なお、「浴恩園」は閉鎖された旧築地市場（東京都中央区）の広大な跡地に眠っている。
数十年にわたり地下に埋もれてきたが、都などは東京五輪・パラリンピック後の再開発
に伴い、初の発掘調査を検討。庭園の再発見と実態解明に期待が高まっている。
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